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HR Leaders NEXTプロジェクトとは　
経営環境の変化や新しい時代のなかで、経営戦略の実⾏を担い、人材や組織を
変革に導くことによって、社会・経営・組織・人材に価値をもたらすことができる、

「人事プロフェッショナル」を育成するためのプロジェクトです。
具体的にはコンピテンシー・スキル・知識に関する自己理解を促すアセスメント、
それらを強化するためのトレーニングやキャリア開発、加えてプロフェッショナル
同士のコミュニティでの相互研鑽、といった人事プロフェッショナルの育成につながる
一連の活動から構成されています。

https://hrnext.jp/ホームページURL

 日本能率協会の人事プロフェッショナル育成支援活動を総括する場としてのアニュアルカンファレンス

2020 HR Leaders NEXT
カンファレンス

組織・人材マネジメントのプロフェッショナルが集い、その専門的知識や情報を獲得・交流する

2020年11月10日（火）午後 ～11日（水）終日 ストリーミング配信を予定しています。
会 期

 新たな働き方、学び方、生き方が模索されるなかで、人事プロフェッショナルには、
 社会・経済的要請と、働く人 の々価値観の変化に対応しながら、
 経営に資する役割を遂⾏していくことが求められています。
 本カンファレンスは、人事プロフェッショナルがさまざまな視点で組織・人事を見て、
 自社の人材マネジメントを革新していくためのヒントを提供します。

見どころ
聞きどころ



日本能率協会（JMA）は、1942年創立の「経営革新の推進
機関」。産業界のあらゆる経営課題の解決を支援していま
す。社会や経済環境が大きく変わるいま、人材育成、産業振興

（展示会ほか）、審査・検証事業などさまざまな活動を通じ、
出会い・つながりの「場」をつくり、皆さまのイノベーション創
出に貢献していきます。

※新型コロナウイルス感染症の影響で通常と企画・構成を変更しています。

JMAでは、「人」「組織」「社会」の相互作用に着目し、価
値を生みだしつづける次世代組織づくりによる経営革新

「KAIKA」を推進しています。新しい知が花開き、新しい価値
を共に生みだす。共に開花・開化していくことをめざし、皆さま
の企業の人の成長と組織の活性化、社会化を応援します。
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が
収
束
後
も
在
宅
勤
務
制
度
の
継
続
を

希
望
す
る
と
い
う
結
果
が
出
た
。

多
く
の
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
が
、
働

き
方
の
変
化
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。

別
の
設
問
で
は
ウ
ェ
ブ
会
議
ツ
ー
ル

を
用
い
た
社
内
研
修
が
約
６
割
に
利
用

さ
れ
て
い
る
点
か
ら
も
、
積
極
的
な
受

容
は
見
て
取
れ
る
。

働
き
方
が
変
わ
っ
た

日
本
能
率
協
会
（
Ｊ
Ｍ
Ａ
）
は
今
回

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
を

受
け
、
仕
事
や
働
き
方
へ
の
意
識
が
ど

う
変
化
し
た
か
を
緊
急
調
査
し
た
。

図
1
か
ら
は
、
全
体
の
３
分
の
２
で

在
宅
勤
務
が
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
多
く
の
人
の
働
き
方
が
変
わ

り
、
こ
の
傾
向
は
今
後
も
続
く
だ
ろ
う
。

「
収
束
後
も
在
宅
勤
務
の
制
度
が
ほ
し

い
」
と
い
う
問
い
に
「
強
く
そ
う
思
う
」

「
そ
う
思
う
」
合
計
の
割
合
が
多
数
を

占
め
、
以
前
か
ら
実
施
し
て
い
る
ほ
ど

高
率
に
な
る
傾
向
が
あ
る
か
ら
だ
（
図

２
）。全

体
で
は
在
宅
勤
務
経
験
者
の
８
割

新
常
態
で
の
課
題

一
方
、
こ
う
し
た
働
き
方
の
変
化
に

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
層
は
悩
ん
で
も
い
る
。

在
宅
勤
務
を
継
続
す
る
際
の
課
題
に

つ
い
て
、
い
ず
れ
の
回
答
層
で
も
ポ
イ

ン
ト
が
高
か
っ
た
の
が
「
社
内
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
だ
（
図
３
）。

テ
レ
ワ
ー
ク
、Ｄ
Ｘ（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）

｜

。

コ
ロ
ナ
禍
が
も
た
ら
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
の
変
化
は

新
常
態
と
し
て
定
着
し
て
い
く
だ
ろ
う
。

顔
を
合
わ
せ
働
く
機
会
が
減
り
、課
題
と
な
る
の
が
社
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
。

本
特
集
で
は
、さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
こ
れ
か
ら
の
会
社
と
従
業
員
の

「
新
し
い
関
係
づ
く
り
」の
行
方
を
探
る
。

特集「
組
織
」と「
人
」の

新ニ

ュ

ー

ノ

ー

マ

ル

し
い
関
係
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む
し
ろ
、
こ
う
考
え
る
こ
と
は
で
き

な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
従
業
員
エ
ン

ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
に
か
か
わ
る
課
題
は
環

境
変
化
で
突
発
的
に
あ
ら
わ
れ
た
の
で

は
な
く
、
常
に
留
意
す
る
べ
き
本
質
的

な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
課
題
で
あ
っ
た
が
、

在
宅
を
よ
ぎ
な
く
さ
れ
た
こ
と
で
、
実

態
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
の
で
は
な
い

か
、
と
。

今
後
に
向
け
留
意
し
た
い
点
も
あ
る
。

以
前
か
ら
在
宅
を
実
施
し
て
い
る
ほ

ど
「
新
事
業
、
新
企
画
の
ア
イ
デ
ア
出

し
」
を
課
題
と
す
る
比
率
が
高
い
こ
と

だ
。
こ
れ
は
在
宅
勤
務
を
続
け
る
に
つ

れ
、
創
発
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

機
会
を
ど
う
確
保
し
て
い
く
か
、
が
新

た
な
課
題
と
な
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

働
く
環
境
が
変
わ
り
、
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ  

to 

Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
機
会

は
減
っ
て
い
く
。
そ
の
な
か
で
、
企
業

と
従
業
員
の
関
係
は
ど
う
な
っ
て
い
く

の
か
。
従
業
員
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を

ど
の
よ
う
に
高
め
、
ど
う
や
っ
て
新
し

い
価
値
創
出
の
シ
ー
ン
を
つ
く
り
出
し

て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
か

―
。

今
号
の
特
集
は
、
こ
の
問
題
意
識
の

も
と
に
設
定
さ
れ
た
。 

M

業務管理
方法

業務成果の評価方法

労務管理方法

ITリテラシーの向上

メンタルヘルス

モチベーションの
維持

健康維持
（運動不足、歪み）

自宅での
ワークスペース確保

社内のコミュニケーション
新事業、新企画の
アイデア出しの場部下に対する

OJTや人材育成

部下のマネジメント

ペーパレス化対応

社内決裁プロセスの
電子化

情報セキュリティ

通信環境の整備

オンライン会議の
ファシリテーション

リモートでの
顧客対応マナー

顧客・取引先との
コミュニケーション

社外取引の電子化

以前から在宅勤務
（n=247）

初めて在宅勤務
（n=477）

実施したことはない
（n=349）

在宅勤務実施経験別
管理職が認識している在宅勤務を継続する際の課題（複数回答）

図3
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54.6%

44.1%
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36.8
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45.3
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%

37.7
%
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在宅勤務の実施経験について(n=2,123)図1

（n=2,123）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

新型コロナウイルス感染症
拡大前から実施している

新型コロナウイルス感染症
拡大対策として初めて実施した

実施した
ことはない

22.3% 44.6% 33.1%

新型コロナウイルス感染症収束後に在宅勤務の制度がほしいと思うか
在宅勤務実施経験別の回答状況(n=2,123)

図2

初めて在宅勤務を実施
（n=947）

以前から在宅勤務を実施
（n=472）

実施したことはない
（n=704）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

強く
そう思う そう思う あまり

そう思わない
全く
そう思わない

どちらとも
いえない その他

50.9%

15.3% 33.2% 22.8% 9.7% 16.0%

32.0% 46.1% 13.8%

37.1% 5.9
%
5.5
%

6.0
%

0.6%0.0%

1.3%0.8%

3.0%

■新型コロナウイルス感染症に関連するビジネスパーソン意識調査結果（抜粋）

■「新型ウイルス感染症に関連するビジネスパーソン調査」（一般社団法人日本能率協会）
調査時期：2020年4月17日〜4月24日　調査対象：JMAの各種サービスを利用しているビジネスパーソン　調査方法：インターネット調査
回答数：2,123件　役職：管理職（課長以上）1,303人／一般社員（係長以下）820人
調査結果はhttps://jma-news.com/archives/aw_newsrelease/3816でご覧いただけます。

「組織」と「人」の新
ニ ュ ー ノ ー マ ル

しい関係特集
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Ｗｅ
Ｗｏｒ
ｋ
拠
点
を 

フ
ル
活
用

Ｓ
Ｂ 

Ｔ
ｅ
ｌ
ｅ
ｃ
ｏ
ｍ 

Ａ
ｍ
ｅ
ｒ

ｉ
ｃ
ａ
は
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の
ア
メ
リ
カ

に
お
け
る
事
業
拠
点
と
し
て
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
、
シ
リ
コ
ン

バ
レ
ー
に
拠
点
を
設
け
て
い
ま
す
。
私

が
所
属
す
る
事
業
開
発
部
門
が
拠
点
と

し
て
い
る
の
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

中
心
部
の
南
に
位
置
す
る
シ
リ
コ
ン
バ

レ
ー
の
サ
ン
マ
テ
オ
で
す
。

事
業
開
発
部
門
の
働
き
方
の
ス
タ
イ

ル
は
、
固
定
し
た
オ
フ
ィ
ス
を
構
え
る

の
で
は
な
く
、
シ
ェ
ア
ー
ド
ワ
ー
キ
ン

グ
ス
ペ
ー
ス
事
業
を
展
開
す
る
Ｗ
ｅ
Ｗ

ｏ
ｒ
ｋ
拠
点
を
フ
ル
活
用
す
る
と
い
う

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
型
で
す
。
シ
テ
ィ
と

呼
ば
れ
る
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
中
心
部

か
ら
南
東
に
位
置
す
る
サ
ン
ノ
ゼ
ま
で

の
間
に
27
カ
所
の
Ｗ
ｅ
Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
拠
点

が
あ
り
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
が
集
ま
る

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
日
や
、
海
外
か
ら
の

お
客
さ
ま
が
要
望
す
る
面
会
場
所
に
合

わ
せ
、
最
も
近
く
て
便
利
な
Ｗ
ｅ
Ｗ
ｏ

ｒ
ｋ
拠
点
を
利
用
し
ま
す
。

私
自
身
も
時
と
場
合
に
応
じ
て
ワ
ー

ク
・
フ
ロ
ム
・
ホ
ー
ム
（
在
宅
勤
務
）

と
Ｗ
ｅ
Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
拠
点
を
使
い
分
け
て

い
ま
す
。

リモートワークと
従業員エンゲージメント

SB Telecom America Corp.
Director of Business Development

中村浩一郎氏
NAKAMURA, Kane

従
業
員
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
課
題
を

海
外
の
先
進
企
業
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
、取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
で
コ
ロ
ナ
禍
を
体
験
し
た

Ｓ
Ｂ 

Ｔ
ｅ
ｌ
ｅ
ｃ
ｏ
ｍ 

Ａ
ｍ
ｅ
ｒ
ｉ
ｃ
ａ
の
中
村
氏
に
、

事
業
開
発
の
視
点
か
ら
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
向
上
の

カ
ギ
と
は
何
か
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。

P A R T

1

中村浩一郎
ノースカロライナ大学キーナン
フラグラービジネススクール
卒業。香港駐在、米国留学を経
て、2008年6月ソフトバンクグ
ループ（株）入社。中国駐在を経
て、2015年ロボット事業に参画。
2018年7月シリコンバレーに赴
任し、現在に至る。2019年9月
スタンフォード大学経営大学院
エグゼクティブプログラム入学 
(2020年8月修了予定)

P R O F I L E
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事
業
開
発
部
門
の
活
動
は
、
将
来
有

望
な
ユ
ニ
コ
ー
ン
企
業
の
発
掘
を
行
い
、

日
本
に
と
ど
ま
ら
ず
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ビ

ジ
ネ
ス
展
開
へ
と
つ
な
げ
る
こ
と
。
そ

の
た
め
に
は
、
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
で
毎

日
の
よ
う
に
開
催
さ
れ
る
ス
タ
ー
ト
ア

ッ
プ
が
集
ま
る
ピ
ッ
チ
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
し
、
そ
の
企
業
の
創
業
者
と
直
接
会

う
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
は
ご
承
知
の
通
り

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
あ
る
Ｉ
Ｔ
系
グ

ロ
ー
バ
ル
企
業
や
多
く
の
ス
タ
ー
ト
ア

ッ
プ
が
集
積
す
る
エ
リ
ア
で
す
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
受

け
、
３
月
６
日
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

に
緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
た
こ
と
で

こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト
が
す
べ
て
中
止
に

な
り
ま
し
た
。
私
も
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ

ー
も
ワ
ー
ク
・
フ
ロ
ム
・
ホ
ー
ム
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
わ
け
で
す
。

変
化
に
即
応
す
る
企
業
た
ち

し
か
し
緊
急
事
態
宣
言
か
ら
1
週
間

も
経
た
な
い
う
ち
に
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
に
ビ
ジ
ネ
ス
の
機
会
を
提
供
す
る
イ

ベ
ン
ト
が
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ

ン
に
よ
っ
て
開
催
さ
れ
始
め
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
を
主
催
す
る
ア
ク
セ
ラ
レ

ー
タ
ー
の
対
応
も
早
く
、
コ
ロ
ナ
に
動

ず
る
こ
と
な
く
、
変
化
に
対
し
て
ス
ピ

ー
デ
ィ
に
進
化
、
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
す
る

姿
が
そ
こ
に
あ
っ
た
の
で
す
。
シ
リ
コ

ン
バ
レ
ー
な
ら
で
は
で
す
が
、
私
は
時

代
の
変
化
、
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
と
い
わ

れ
る
時
代
に
臨
機
応
変
に
対
応
す
る
マ

イ
ン
ド
セ
ッ
ト
シ
フ
ト
の
重
要
性
を
強

く
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
４
月
９
日
に
は
、
シ
リ
コ
ン
バ

レ
ー
に
本
拠
を
置
く
企
業
の
ビ
ジ
ネ
ス

パ
ー
ソ
ン
た
ち
が
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
に

ど
う
対
処
し
て
い
く
か
を
発
言
す
る
オ

ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。た

と
え
ば
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
企

業
か
ら
は
、
バ
ー
チ
ャ
ル
で
も
１
対
1

の
電
話
会
議
を
行
い
、
リ
モ
ー
ト
会
議

も
活
用
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
多
く
取
る
こ
と
で
人
と
濃
く
つ
な

が
り
、
リ
ア
ル
と
遜
色
な
く
仕
事
が
進

め
ら
れ
て
い
る
事
例
や
、
そ
の
他
の
企

業
か
ら
は
、
社
内
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト

の
観
点
か
ら
「
全
社
員
の
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
を
年
数
回
か
ら
毎
週
へ
と
変
更
」

「
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
の
た
め
の
マ
イ
ン
ド

フ
ル
ネ
ス
の
促
進
」
と
い
っ
た
施
策
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
対
応

の
速
さ
に
は
実
に
目
を
見
張
る
も
の

が
あ
り
ま
す
。

重
み
を
も
つ 

リ
ー
ダ
ー
の
決
断
と
行
動　

従
業
員
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
に
つ

い
て
、
従
来
は
Ｈ
Ｒ
の
観
点
か
ら
会
社

へ
の
帰
属
意
識
な
ど
を
ど
う
高
め
る
か

の
議
論
が
行
わ
れ
て
き
た
よ
う
に
感

じ
ま
す
が
、
今
回
改
め
て
事
業
開
発
組

織
の
1
メ
ン
バ
ー
と
し
て

考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大

を
経
て
会
社
は
ど
う
あ
る

べ
き
か
、
ト
ッ
プ
や
リ
ー

ダ
ー
が
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
社
外
だ
け
で
な
く
社
内

に
も
発
信
し
そ
れ
を
行
動

に
移
し
て
「
こ
れ
が
我
が

社
の
や
り
方
だ
」
と
い
う

こ
と
を
示
す
こ
と
が
重
要

で
、
い
ま
ま
さ
に
そ
れ
が

で
き
る
絶
好
の
機
会
だ
と

思
う
の
で
す
。

実
際
に
当
社
で
は
、
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者

が
出
始
め
た
１
月
31
日
の

段
階
で
、
ト
ッ
プ
自
ら
が

米
国
内
の
各
拠
点
向
け
に

注
意
喚
起
を
行
い
、
さ
ら

に
そ
の
４
日
後
に
は
全
社

員
在
宅
勤
務
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
行
い
ま

し
た
。

企
業
規
模
が
大
き
い
と
海
外
拠
点
は

日
本
本
社
の
決
定
を
待
ち
、
そ
れ
に
倣

う
傾
向
が
強
い
も
の
で
す
。
し
か
し
当

時
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
お
け
る
危
機

が
日
本
に
伝
わ
り
に
く
か
っ
た
な
か
、

ト
ッ
プ
と
し
て
適
切
な
ア
ク
シ
ョ
ン
だ

「組織」と「人」の新
ニ ュ ー ノ ー マ ル

しい関係特集

2. First contact

Sourcing Follow
up

Deep
dive

Feasibility
Study

Proof of concept
Test Marketing

Commercialization

Communication with HQ

Initial
Evaluation

3. Communication
4. Discussion on collaboration

1. Intelligent 
 Activity

これまでの活動

ここが劇的に増加

■リモートワークやオンラインイベントにより、「Intelligent Activity」フェーズが増大
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す
が
、
上
司
と
部
下
、
同
僚
同
士
の
信

頼
関
係
が
重
要
で
あ
り
、
フ
ラ
ッ
ト
な

組
織
が
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
生
む
大
切
な
要
素
だ
と
私
は
考
え
ま

す
。事

業
開
発
部
の
メ
ン
バ
ー
は
４
名
で

す
が
、
各
メ
ン
バ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
担
当

す
る
業
種
領
域
を
も
っ
て
お
り
、
各
メ

ン
バ
ー
が
見
つ
け
た
イ
ベ
ン
ト
の
情
報

を
チ
ー
ム
で
共
有
す
る
こ
と
は
以
前
か

ら
習
慣
づ
い
て
い
ま
し
た
。

活
用
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ

ー
ル
は
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ッ
ト
ツ
ー
ル
の

Ｓ
ｌ
ａ
ｃ
ｋ
、
ウ
ェ
ブ
会
議
シ
ス
テ
ム

の
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
す
。
最
適
な
ツ
ー
ル
を

組
み
合
わ
せ
て
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
間

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
う
ま
く
補

完
し
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
Ｓ
ｌ
ａ
ｃ
ｋ
を
活
用
す
る

と
、
日
本
企
業
で
重
視
さ
れ
る
階
層
の

垣
根
が
見
事
に
取
り
払
わ
れ
ま
す
。
メ

ー
ル
だ
と
誰
にc.c.

を
付
け
る
べ
き
か
、

先
輩
を
飛
ば
し
て
ボ
ス
に
直
接
発
信
し

て
問
題
は
な
い
か
な
ど
「
忖
度
」
が
働

き
が
ち
で
す
。
し
か
し
Ｓ
ｌ
ａ
ｃ
ｋ
を

使
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ら
、
参
加
す
る

全
員
に
一
斉
配
信
さ
れ
ま
す
。
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
情
報
が
シ
ェ
ア
さ
れ
、
ト
ッ

プ
で
あ
ろ
う
と
若
い
メ
ン
バ
ー
で
あ
ろ

う
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
参
加
す
る

と
感
じ
て
い
ま
し
た
。

私
は
最
近
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
あ

り
方
を
テ
ー
マ
に
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
セ

ッ
シ
ョ
ン
を
受
講

し
ま
し
た
。
そ
こ

か
ら
得
た
学
び
は
、

人
び
と
が
リ
ー
ダ

ー
の
言
葉
に
期
待

し
、
耳
を
傾
け
る

と
き
と
い
う
の
は

実
の
と
こ
ろ
は
驚

く
ほ
ど
一
瞬
で
あ

り
、
そ
れ
は
有
事

の
際
で
あ
る
、
と

い
う
こ
と
。

自
分
が
ど
う
し

て
よ
い
か
わ
か
ら

な
い
時
、
そ
れ
を

自
分
事
と
し
て
リ

ー
ダ
ー
の
言
葉
を

真
摯
に
受
け
入
れ

る
こ
と
が
で
き
る
、

と
い
う
こ
と
で
し

た
。９

・
11
ア
メ
リ

カ
同
時
多
発
テ
ロ

の
際
、
当
時
の
ブ

ッ
シ
ュ
大
統
領
が

崩
れ
落
ち
た
ワ
ー

ル
ド
ト
レ
ー
ド
セ

ン
タ
ー
の
瓦
礫
の
上
に
立
ち
、
現
場
で

救
出
活
動
に
あ
た
る
消
防
隊
員
や
救
急

隊
員
な
ど
に
向
け
拡
声
器
を
手
に
「
私

に
は
あ
な
た
た
ち
の
声
が
聞
こ
え
る
」

「
熱
心
に
働
い
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」

と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
し
ま
し
た
。

こ
れ
が
い
ま
だ
に
語
り
継
が
れ
て
い

る
よ
う
に
、
コ
ロ
ナ
が
収
束
し
た
後
も
、

い
ま
発
せ
ら
れ
た
リ
ー
ダ
ー
の
言
葉
と

と
っ
た
行
動
は
長
く
語
り
継
が
れ
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
リ
ー
ダ
ー
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
メ

ン
バ
ー
が
「
他
人
事
」
で
は
な
く
「
自

分
事
」
と
し
て
物
事
を
捉
え
る
思
考
が

と
て
も
重
要
で
す
。
こ
の
リ
ー
ダ
ー
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
に
個
々
の
メ
ン
バ
ー
が
応

え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
ポ
ス
ト
コ
ロ

ナ
の
時
代
に
お
い
て
そ
の
チ
ー
ム
、
会

社
は
大
き
く
成
長
す
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

フ
ラ
ッ
ト
な
組
織
の
実
現
を

エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
高
め
る
た
め
、

い
か
に
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
る
か
が
争
点
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
ど
れ
だ
け
時

間
を
か
け
た
か
、
何
回
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

の
機
会
を
も
っ
た
か
と
い
う
尺
度
は
的

外
れ
に
感
じ
ま
す
。

「
人
間
が
触
れ
合
う
時
、
必
要
な
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
量
は
信
頼
の
量
に

反
比
例
す
る
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま

 オフィスがメイン

 サブ
家

サブ
外出先
出張先

サブ
コワーキング

スペース

サブ
外出先
出張先

メイン
コワーキング

スペース

メイン
オフィス

メイン
オフィス

メイン
家

職種・業務内容・日時によってメインが異なる

いままで これから

 Beforeコロナ
オフィス以外はサブとしての働き場所

⬇
リモートワーク環境は、必要最低限でよかった

With/Afterコロナ
オフィスで働く人もいれば

オフィス以外で働く人もいることが普通に
⬇

リモートワーク環境は、
それが新しい働き方である要件を備えることが必要

■リモートワークとオフィスワークのハイブリッドへ？
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こ
と
が
で
き
ま
す
。

先
日
自
身
で
企
画
し
た
ウ
ェ
ビ
ナ
ー

で
画
面
越
し
の
１
７
０
名
ほ
ど
の
参
加

者
の
み
な
さ
ん
に
向
け
て
講
演
す
る
機

会
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
準
備
の

過
程
で
、
い
わ
ば
コ
ロ
ナ
の
お
か
げ
で

ト
ッ
プ
に
リ
ー
チ
す
る
大
義
名
分
を
も

つ
こ
と
が
で
き
、
結
果
何
度
も
壁
打
ち

に
付
き
合
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
他

に
も
つ
い
先
日
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の

発
掘
・
受
注
を
オ
ン
ラ
イ
ン
の
み
で
完

結
さ
せ
た
同
僚
の
事
例
が
Ｓ
ｌ
ａ
ｃ
ｋ

上
で
発
信
さ
れ
た
の
で
す
が
、
こ
れ
が

即
座
に
ト
ッ
プ
の
目
に
届
き
「
素
晴
ら

し
い
」
と
の
賞
賛
が
社
内
を
飛
び
交
い

ま
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ツ
ー
ル
が
フ
ラ
ッ
ト
な
組
織
と
円
滑
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
実
現
す
る
ブ

レ
ー
ク
ス
ル
ー
を
も
た
ら
す
の
で
す
。

部
署
や
自
分
の
担
当
業
務
の
垣
根
を
超

え
て
お
互
い
に
関
心
を
も
つ
よ
う
に
な

れ
ば
、
新
し
い
企
業
文
化
が
生
ま
れ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

新
し
い
仕
組
み
を
導
入
す
る
際
、
初

め
は
労
力
が
伴
い
ま
す
。
そ
れ
を
面
倒

く
さ
い
と
考
え
る
か
、
新
し
い
取
り
組

み
だ
と
ワ
ク
ワ
ク
感
を
も
っ
て
臨
む
か

で
大
き
な
差
が
生
ま
れ
ま
す
。
ツ
ー
ル

に
使
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
ツ
ー
ル
を

い
か
に
し
て
使
い
こ
な
す
か
と
い
う
気

構
え
が
大
切
だ
と
思
う
の
で
す
。
私
が

シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
に
赴
任
し
た
の
は
２

０
１
８
年
の
７
月
。
最
初
に
手
掛
け
た

の
は
、
Ｓ
ｌ
ａ
ｃ
ｋ
を
ど
う
使
え
ば
メ

ン
バ
ー
や
多
忙
な
ボ
ス
と
円
滑
に
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
れ
る
か
と
い
う

テ
ー
マ
で
し
た
。

い
わ
ば
Ｓ
ｌ
ａ
ｃ
ｋ 

Ｍ
ａ
ｓ
ｔ
ｅ

ｒ
を
拝
命
し
、
私
は
真
剣
に
こ
れ
を
考

え
ま
し
た
。
も
し
こ
れ
が
実
現
し
て
い

な
け
れ
ば
、
い
ま
こ
こ
で
従
業
員
エ
ン

ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
お
話
し
す
る

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の「
つ
な
が
り
」

オ
ン
ラ
イ
ン
上
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
で
は
、
従
業
員
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン

ト
の
向
上
は
図
れ
な
い
の
で
は
、
と
い

う
声
も
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。「
つ

な
が
り
」
を
ど
う
実
現
す
る
か
を
考
え

れ
ば
よ
い
の
で
す
。
た
と
え
ば
、
私
は

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
社
内
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

に
開
始
時
間
よ
り
前
に
ロ
グ
イ
ン
し
、

同
じ
よ
う
に
時
間
前
に
入
っ
て
き
た
メ

ン
バ
ー
と
雑
談
を
し
ま
す
。

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
中
に
は
メ
ン
バ
ー
に

努
め
て
問
い
か
け
を
行
い
、
そ
れ
に
対

す
る
反
応
に
対
し
ひ
た
す
ら
耳
を
傾
け

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
小
さ
な
こ
と
か
ら

も
チ
ー
ム
の
信
頼
関
係
が
生
ま
れ
、
エ

ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
向
上
に
つ
な
が
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

従
業
員
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
高
め

る
に
は
、
メ
ン
バ
ー
個
々
が
抱
え
て
い

る
課
題
は
異
な
る
こ
と
を
認
識
す
べ
き

だ
と
思
い
ま
す
。
た
と
え
ば
小
さ
な
子

ど
も
が
い
る
メ
ン
バ
ー
に
と
っ
て
、
ワ

ー
ク
・
フ
ロ
ム
・
ホ
ー
ム
は
か
え
っ
て

障
害
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

課
題
を
取
り
除
く
に
は
、
こ
の
よ
う

な
場
合
他
の
企
業
で
は
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
か
を
リ
サ
ー
チ

し
、
有
用
な
情
報
を
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

し
て
シ
ェ
ア
す
る
こ
と
が
有
効
で
す
。

メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
有
用
な
情
報
を
チ

ー
ム
の
誰
彼
と
な
く
真
剣
に
集
め
、
そ

し
て
Ｓ
ｌ
ａ
ｃ
ｋ
に
投
稿
す
る
。
ま
さ

に
他
の
メ
ン
バ
ー
の
課
題
を「
自
分
事
」

と
し
て
考
え
る
動
き
が
当
社
で
は
生
ま

れ
て
い
ま
す
。

「
つ
な
が
る
場
」と
し
て
の 

オ
フ
ィ
ス

テ
レ
ワ
ー
ク
が
常
態
化
す
る
と
見
ら

れ
る
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
時
代
、
オ
フ
ィ

ス
の
位
置
づ
け
は
確
実
に
変
わ
る
と
思

わ
れ
ま
す
。

シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
の
企
業
に
お
い
て

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
は
当
た
り
前
の
働
き

方
で
す
が
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
よ

る
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
た
後
、

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
の
従
業
員
も
出
社
し
、

お
互
い
の
労
苦
を
思
い
や
り
な
が
ら
雑

談
に
花
を
咲
か
せ
た
と
い
い
ま
す
。

オ
フ
ィ
ス
は
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
を
す
る

場
で
は
な
く
、
従
業
員
が
リ
ア
ル
に
つ

な
が
っ
て
い
る
感
覚
を
確
か
め
る
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ハ
ブ
と
し
て
の
役

割
に
変
わ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

コ
ロ
ナ
で
得
た
気
づ
き
を

シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
で
は
「
Ｆ
ａ
ｉ
ｌ　

ｆ
ｉ
ｒ
ｓ
ｔ
，
Ｆ
ａ
ｉ
ｌ　
ｓ
ｍ
ａ
ｌ

ｌ
」
と
い
う
言
葉
が
よ
く
使
わ
れ
ま
す
。

失
敗
し
て
も
そ
れ
を
咎
め
る
の
で
は
な

く
、
そ
こ
か
ら
得
た
気
付
き
を
次
に
生

か
す
こ
と
を
繰
り
返
し
て
い
け
ば
、
一

足
飛
び
に
理
想
の
組
織
に
な
ら
ず
と
も
、

そ
れ
に
近
づ
く
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し

て
従
業
員
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
向
上

に
つ
な
が
る
と
私
は
信
じ
て
い
ま
す
。

常
に
ア
ン
テ
ナ
を
高
く
張
り
、
新
た

な
気
づ
き
を
生
か
し
、
従
業
員
エ
ン
ゲ

ー
ジ
メ
ン
ト
向
上
を
追
求
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
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ニューノーマル時代の人材と
人事マネジメント

学習院大学
経済学部経営学科教授

一橋大学
名誉教授

守島基博氏
MORISHIMA, Motohiro

「
自
律
・
分
散
・
協
働
型
」組
織

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
働

き
方
と
組
織
を
急
激
に
変
え
ま
し
た
。

厚
労
省
が
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ユ
ー
ザ
ー
を
対
象

に
行
っ
た
調
査
に
よ
る
と
、
テ
レ
ワ
ー

ク
や
在
宅
勤
務
の
実
施
率
は
全
国
で
13

％
（
3
月
中
旬
）
か
ら
28
％
（
4
月
中

旬
）
へ
。
従
来
か
ら
の
働
き
方
改
革
を

一
気
に
推
し
進
め
た
格
好
で
す
。

こ
う
し
た
環
境
変
化
の
な
か
、
人
事

は
い
ま
何
を
考
え
る
べ
き
な
の
で
し
ょ

う
。
１
つ
は
、
コ
ロ
ナ
が
収
束
し
た
後

も
緊
急
事
態
措
置
実
施
期
間
中
と
同
じ

働
き
方
が
続
く
か
ど
う
か
。
い
ま
の
と

こ
ろ
、「
あ
る
程
度
続
く
」
も
の
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
経
団
連
が
テ
レ
ワ

ー
ク
や
在
宅
勤
務
、
時
差
出
勤
な
ど
を

奨
励
し
て
い
ま
す
し
、
各
種
の
調
査
を

見
て
も
従
業
員
の
６
〜
８
割
が
「
継
続

し
た
い
」
と
答
え
て
い
ま
す
。

も
う
１
つ
、
人
事
と
し
て
考
え
た
い

の
は
、
こ
の
流
れ
の
行
き
着
く
先
で
す
。

テ
レ
ワ
ー
ク
・
在
宅
勤
務
は
組
織
を
よ

り
バ
ー
チ
ャ
ル
に
、
フ
ラ
ッ
ト
に
変
え

て
い
く
で
し
ょ
う
。
そ
の
結
果
、
組
織

は
私
が
以
前
か
ら
提
唱
し
て
い
る
「
自

律
・
分
散
・
協
働
型
」へ
と
近
づ
い
て
い

き
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
一
人
ひ
と
り
が

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
は
、

「
10
年
分
の
変
革
が
２
カ
月
で
起
こ
っ
た
」と
い
わ
れ
る
ほ
ど
、

組
織
と
人
の
あ
り
方
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

収
束
後
も
変
化
の
流
れ
は
止
ま
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。

そ
の
よ
う
な
環
境
下
、人
事
は
何
を
な
す
べ
き
か
。

人
事
分
野
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る

守
島
基
博
教
授
に
話
を
聞
い
た
。

P A R T

2
守島基博
1980年慶應義塾大学文学部
社会学専攻卒業。86年米・イリ
ノイ大学産業労使関係研究所
博士課程修了。人的資源管理論
でPh.D.を取得。カナダ・サイモ
ン・フレーザー大学経営学部助
教授。慶應義塾大学総合政策
学部助教授、同大大学院管理研
究科助教授・教授、一橋大学大
学院商学部研究科教授を経て、
2017年より学習院大学教授。
20年から一橋大学名誉教授。

P R O F I L E
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自
律
し
分
散
し
て
働
き
な
が
ら
も
、
協

働
し
て
成
果
を
あ
げ
て
い
く
組
織
で
す
。

自
律
・
分
散
・
協
働
型
の
組
織
は
、

会
社
に
２
つ
の
変
化
を
も
た
ら
し
ま
す
。

１
つ
は
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
あ
り
方
で

す
。
従
来
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
、
目
の

前
に
い
る
部
下
を
監
視
し
、
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
す
る
も
の
が
一
般
的
で
し
た
。
し

か
し
場
所
を
共
有
し
な
い
働
き
方
で
は

そ
れ
が
難
し
い
。
階
層
や
監
視
や
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
で
は
な
く
、
現
場
で
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ

ョ
ン
重
視
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
変
わ
っ

て
い
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

も
う
１
つ
変
わ
る
の
は
、
人
の
あ
り

方
で
す
。
こ
れ
か
ら
評
価
さ
れ
る
の
は
、

上
司
に
指
示
さ
れ
た
こ
と
を
粛
々
と
こ

な
す
人
材
で
は
な
く
、
自
分
で
目
標
を

設
定
し
、
自
分
で
ペ
ー
ス
を
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
し
な
が
ら
、
目
標
を
達
成
し
て
い

く
自
律
的
な
人
材
。
人
事
に
と
っ
て
テ

レ
ワ
ー
ク
は
、
自
律
的
な
人
材
を
育
て

る
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
と
も
捉
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

イ
ン
フ
ラ
づ
く
り
が
急
務

こ
の
急
激
な
変
化
が
も

た
ら
す
も
の
は
、
明
る
い

話
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

テ
レ
ワ
ー
ク
と
人
事
評

価
に
関
す
る
あ
る
調
査
で

は
、
上
司
と
部
下
の
不
安

を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

上
司
は
「
生
産
性
が
下
が

っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
」「（
部
下
が
）
仕
事
を

さ
ぼ
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
」
と
、
部
下
は
「
オ

フ
ィ
ス
よ
り
仕
事
が
は
か

ど
ら
な
い
」「（
上
司
に
）

さ
ぼ
っ
て
い
る
と
思
わ
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
」

と
疑
っ
て
い
る
の
で
す
。

ま
た
４
月
上
旬
に
行
わ
れ
た
別
の
テ

レ
ワ
ー
ク
に
関
す
る
調
査
で
も
、
対
象

と
な
っ
た
約
３
０
０
０
名
の
う
ち
６
割

以
上
が
「
テ
レ
ワ
ー
ク
に
な
っ
て
生
産

性
が
下
が
っ
た
」
と
答
え
ま
し
た
。

た
し
か
に
働
き
方
は
変
わ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
従
業
員
は
ま
だ
自
律
的
に
働

く
こ
と
に
慣
れ
て
お
ら
ず
、
エ
ン
ゲ
ー

ジ
メ
ン
ト
や
生
産
性
は
低
下
し
て
い
る
。

こ
の
事
実
は
、
新
し
い
働
き
方
を
支
え

る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
イ
ン
フ
ラ
が
追
い
つ
い
て
い

な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
も
自
律
・
分
散
・
協
働
型
の

働
き
方
を
続
け
る
な
ら
ば
、
新
た
な
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
あ
り
方
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
イ
ン
フ
ラ
を
構
築
し
、
そ

れ
を
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
向
上
、
生

産
性
の
向
上
に
つ
な
げ
る
道
筋
を
つ
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
の

音
頭
を
と
る
の
が
人
事
の
役
割
で
す
。

人
事
の
６
つ
の
役
割

こ
れ
か
ら
の
人
事
に
求
め
ら
れ
る
役

割
は
何
か
。
私
は
次
の
６
点
を
挙
げ
た

い
と
思
い
ま
す
。

❶
Ｉ
Ｔ
の
活
用
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
環
境
の
提
供

テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
、
す
で
に
推
進
さ

れ
て
い
る
企
業
が
多
い
は
ず
で
す
か
ら
、

こ
こ
で
は
詳
し
く
触
れ
ま
せ
ん
。

❷
上
司
・
部
下
の
信
頼
関
係
構
築
支
援

部
下
を
信
頼
せ
ず
「
５
分
ご
と
に
マ

ウ
ス
を
動
か
さ
な
い
と
仕
事
を
し
て
い

な
い
と
み
な
す
」
上
司
が
い
る
そ
う
で

す
。
こ
う
し
た
マ
イ
ク
ロ
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
で
は
生
産
性
が
向
上
し
ま
せ
ん
し
、

従
業
員
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
も
低
下

し
ま
す
。
バ
ー
チ
ャ
ル
な
環
境
下
に
お

け
る
、
新
た
な
信
頼
関
係
の
構
築
が
望

ま
れ
ま
す
。

❸
理
念
や
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
の
共
有

１
つ
の
職
場
を
共
有
し
な
い
テ
レ
ワ

ー
ク
が
浸
透
す
る
と
否
応
な
く
、
人
と

組
織
の
物
理
的
だ
け
で
は
な
く
、
心
理

的
な
距
離
も
離
れ
て
い
き
ま
す
。
組
織

と
し
て
の
ま
と
ま
り
に
は
、
理
念
や
ビ

ジ
ョ
ン
の
共
有
が
不
可
欠
で
す
。

❹
真
の
意
味
で
の
成
果
主
義
（
評
価
の

工
夫
や
丁
寧
な
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
）

評
価
の
メ
ッ
シ
ュ
を
も
っ
と
細
か
く

す
る
こ
と
で
す
。「
○
カ
月
後
ま
で
に

○
○
を
や
っ
て
ほ
し
い
」
な
ど
と
目
標

を
明
確
に
定
め
る
→
目
標
を
達
成
で
き

た
か
否
か
を
評
価
す
る
→
社
員
に
き
ち

ん
と
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
。
こ
の
サ

イ
ク
ル
を
う
ま
く
回
す
こ
と
が
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
重
要
に
な
り
ま
す
。

❶…… ITの活用とコミュニケーション環境の提供

❷…… 上司・部下の信頼関係構築支援

❹…… 真の意味での成果主義
	 （評価の工夫や丁寧なフィードバック）

❸…… 理念やビジョンなどの共有

❺…… 従業員の自律支援

❻…… 情報透明性（トランスペアレンシー）の重視など

人事に求められる６つの役割
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し
、
目
標
に
対
す
る
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト

や
、
自
分
の
仕
事
に
対
す
る
エ
ン
ゲ
ー

ジ
メ
ン
ト
は
高
い
は
ず
で
す
。

バ
ー
チ
ャ
ル
の
組
み
合
わ
せ
方

こ
う
し
た
な
か
、
欧
米
な
ど
の
グ

ロ
ー
バ
ル
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
好
例
は
、

た
い
へ
ん
参
考
に
な
る
で
し
ょ
う
。
よ

い
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
、
き
わ
め
て
上
手

に
リ
ア
ル
と
バ
ー
チ
ャ
ル
を
組
み
合
わ

せ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
最
初
の

１
〜
２
回
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
リ
ア
ル

で
行
い
、
以
降
は
バ
ー
チ
ャ
ル
な
会
議

で
済
ま
せ
る
、
と
い
う
よ
う
に
。

今
後
、
完
全
な
自
粛
の
状
態
か
ら
、

普
通
の
状
態
に
戻
っ
て
い
く
に
つ
れ
、

こ
の
リ
ア
ル
と
バ
ー
チ
ャ
ル
の
組
み
合

わ
せ
方
は
考
え
ら
れ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

も
ち
ろ
ん
、
企
業
に
よ
っ
て
異
な
っ
て

い
い
。
企
業
文
化
が
違
う
の
で
す
か
ら
。

１
つ
確
か
に
い
え
る
だ
ろ
う
こ
と
は
、

従
来
の
よ
う
な
飲
み
会
に
よ
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
深
化
が
こ
れ
か
ら
は
難

し
い
こ
と
を
前
提
に
、
人
間
関
係
を
バ

ー
チ
ャ
ル
な
場
で
う
ま
く
回
す
た
め
に

リ
ア
ル
な
場
で
上
手
に
つ
く
っ
て
い
く

こ
と
が
重
要
に
な
る
、
と
私
は
思
い
ま

す
。

 

M

❺
従
業
員
の
自
律
支
援

こ
れ
か
ら
評
価
さ
れ
る
の
は
自
律
的

に
働
け
る
人
材
で
す
。
こ
れ
ま
で
日
本

企
業
で
は
「
出
る
杭
は
打
た
れ
る
」
で
、

自
律
し
た
人
間
を
歓
迎
し
な
か
っ
た
き

ら
い
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
今
後
は
彼

ら
・
彼
女
ら
に
こ
そ
高
い
評
価
と
リ
ワ

ー
ド
を
与
え
る
べ
き
で
す
。　

❻
情
報
透
明
性（
ト
ラ
ン
ス
ペ
ア
レ
ン

シ
ー
）の
重
視

働
く
人
が
同
じ
場
所
を
共
有
し
て
い

な
い
こ
と
か
ら
情
報
が
伝
わ
り

に
く
く
な
り
ま
す
。
結
果
と
し

て
従
業
員
に
不
安
が
つ
の
り
、

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
エ
ン
ゲ
ー

ジ
メ
ン
ト
が
低
下
す
る
。
情
報

の
透
明
性
は
、
よ
り
重
要
に
な

り
ま
す
。

以
上
６
点
を
、
経
営
と
一
体

と
な
っ
て
推
進
し
て
い
く
こ
と
。

コ
ロ
ナ
を
経
て
、
人
事
の
や
る

べ
き
こ
と
は
ま
す
ま
す
多
く
な

っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

働
く
人
と
組
織
の
距
離

テ
レ
ワ
ー
ク
の
よ
う
な
働
き

方
で
は
、
組
織
と
人
の
距
離
が

ど
ん
ど
ん
拡
大
し
て
い
き
ま
す
。

従
来
、
日
本
企
業
は
さ
ま
ざ

ま
な
方
法
で
、
こ
の
距
離
を
縮
め
よ

う
と
し
て
き
ま
し
た
。
飲
み
会
、
社
員

旅
行
、
運
動
会
な
ど
に
よ
り
、
仲
間
づ

く
り
や
キ
ズ
ナ
づ
く
り
を
重
要
視
し
た
。

こ
れ
ら
は
今
後
も
重
要
で
し
ょ
う
。
し

か
し
飲
み
会
な
ど
の
実
施
は
よ
り
一
層
、

難
し
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

そ
う
な
る
と
、
組
織
と
人
の
関
係
性

の
キ
ー
は
、
１
つ
に
は
理
念
へ
の
賛
同
、

共
有
・
共
鳴
、
ビ
ジ
ョ
ン
へ
の
共
鳴
と

い
っ
た
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
な
ら

ば
、
人
事
が
や
る
べ
き
こ
と
は
、
比
較

的
リ
モ
ー
ト
が
多
く
な
っ
て
い
く
な
か
、

ど
う
や
っ
て
理
念
や
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有

し
、
組
織
を
一
つ
に
す
る
か
と
い
う
こ

と
で
す
。
情
報
の
ト
ラ
ン
ス
ペ
ア
レ
ン

シ
ー
と
も
同
じ
考
え
方
で
す
が
、
１
つ

に
は
こ
れ
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
。

も
う
１
つ
重
要
に
な
る
の
が
、
自
律

し
た
人
間
を
怖
が
ら
な
い
、
と
い
う
こ

と
で
す
。
従
来
、
日
本
の
人
事
や
経
営

層
に
と
っ
て
、
自
律
し
た
人
は
ウ
エ
ル

カ
ム
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
出
る
杭
と
し

て
打
た
れ
る
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
こ
れ
か
ら
は
、
組
織
と
距
離

感
の
あ
る
人
を
ど
う
見
る
か
。
エ
ン
ゲ

ー
ジ
メ
ン
ト
が
高
い
人
だ
け
が
重
要
な

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
会
社
が

す
べ
て
で
は
な
い
人
た
ち
が
外
の
ア
イ

デ
ア
や
外
の
資
源
を
も
ち
こ
み
、
最
終

的
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
ク
リ
エ
イ
テ

ィ
ビ
テ
ィ
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
る
で

し
ょ
う
。
こ
う
し
た
人
を
バ
ウ
ン
ダ
リ

ー
ス
パ
ナ
ー
、
境
界
を
超
え
る
人
と
呼

び
ま
す
が
、
必
ず
し
も
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ

ン
ト
が
高
い
人
だ
け
が
価
値
あ
る
人
な

の
で
は
な
い
、
と
知
る
べ
き
で
す
。

そ
う
し
た
自
律
し
た
人
た
ち
は
、
組

織
に
対
す
る
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
や
エ
ン

ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
が
従
来
と
は
異
な
る
と

こ
ろ
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か

本記事はHR Leaders NEXTウェビナーでの守島教授の講演をもとに構成。当日のウェビナーの様子
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多くの企業でテレワークが常態化してきたいま、
その環境変化は従業員のメンタルヘルスにどのような影響を及ぼすのか。

そこで管理職は従業員の異変に対しどのように気づき、対処すればよいのか。
アドバイスをお聞きした。

の
企
業
で
す
。

特
に
部
下
の
仕
事
に
対
し
細
か
く
干

渉
す
る
「
マ
イ
ク
ロ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

を
行
い
が
ち
な
中
間
管
理
層
の
疲
弊
感

が
顕
在
化
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
な

ぜ
な
ら
コ
ロ
ナ
禍
に
対
応
す
る
た
め
導

入
し
た
テ
レ
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
部
下
の

情
報
が
入
手
し
づ
ら
く
な
り
、
結
果
と

し
て
イ
ラ
イ
ラ
が
増
長
さ
れ
て
し
ま
う

か
ら
で
す
。

な
か
で
も
テ
レ
ワ
ー
ク
が
増
え
て
き

た
と
き
に
注
意
し
な
れ
ば
な
ら
な
い
の

が
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
で
す
。
ア
ル
コ

ー
ル
依
存
症
予
備
軍
と
さ
れ
る
人
た
ち

が
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
発
症
す
る
リ
ス

ク
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
が

起
き
る
前
は
仕
事
に
多
く
の
時
間
を
割

い
て
い
た
の
で
、
飲
酒
の
機
会
や
量
が

抑
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
在

宅
勤
務
に
よ
っ
て
仕
事
以
外
の
時
間
が

で
き
た
こ
と
で
こ
れ
ら
が
増
え
て
し
ま

い
、
発
症
の
引
き
金
を
引
い
て
し
ま
う

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

特
に
独
り
暮
ら
し
ま
た
は
単
身
赴
任

中
の
中
間
管
理
層
の
リ
ス
ク
が
大
き
い

と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。
従
来
は
顧
客

や
部
下
と
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
や
自
己
管
理
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て

対
面
す
る
機
会
が
断
た
れ
て
し
ま
っ
た

上
に
在
宅
勤
務
中
は
話
を
す
る
相
手
が

誰
も
い
な
い
。
そ
の
結
果
、
孤
独
や
不

安
か
ら
飲
酒
に
走
っ
て
ア
ル
コ
ー
ル
依

存
症
に
進
行
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

「
う
つ
」が
把
握
し
づ
ら
い

「
う
つ
」
に
も
注
意
を
払
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
人
と
直

に
接
す
る
機
会
が
大
き
く
制
限
さ
れ
、

や
り
が
い
、
働
き
が
い
、
達
成
感
を
実

感
で
き
な
く
な
る
こ
と
で
、
従
業
員
が

「
う
つ
状
態
」
に
な
り
や
す
く
な
る
の

で
す
。
テ
レ
ワ
ー
ク
を
し
て
い
る
と
チ

プレイバック・シアター研究所 所長
（日本能率協会 専任講師）

羽地朝和氏
HANEJI,  Tomokazu

W i t h / A f t e r コ ロ ナと
メン タル ヘ ルスケア

C O L U M N

「組織」と「人」の新
ニ ュ ー ノ ー マ ル

しい関係特集

企
業
の
３
つ
の
パ
タ
ー
ン

こ
こ
数
カ
月
で
研
修
に
携
わ
っ
た
企

業
を
見
る
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

禍
に
ど
う
対
応
し
て
い
い
か
わ
か
ら
ず

萎
縮
し
て
い
る
企
業
、
逆
に
コ
ロ
ナ
禍

を
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
前
向
き

に
捉
え
て
い
る
企
業
、
新
た
な
ビ
ジ
ョ

ン
が
な
い
ま
ま
、
い
ま
頑
張
れ
ば
乗
り

切
れ
る
と
考
え
無
理
を
し
て
い
る
企
業

の
３
つ
に
分
か
れ
る
よ
う
で
す
。

こ
の
う
ち
、
従
業
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
上
の
問
題
が
最
も
表
面
化
す
る
可

能
性
が
あ
る
の
が
３
つ
目
の
パ
タ
ー
ン
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ー
ム
全
員
で
目
標
達
成
を
喜
ぶ
と
い
っ

た
感
情
の
共
有
化
も
で
き
な
く
な
り
ま

す
。
喜
び
や
悲
し
み
な
ど
の
感
情
を
も

て
な
く
な
り
、
漠
然
と
し
た
不
安
が
重

な
っ
て
「
う
つ
状
態
」
に
陥
っ
て
し
ま

う
。
こ
れ
が
実
は
大
き
い
。

オ
ン
ラ
イ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
テ

レ
ワ
ー
ク
の
仕
組
み
を
構
築
し
て
い
た

と
し
て
も
、
そ
れ
を
日
常
的
に
使
っ
て

い
な
い
会
社
は
従
業
員
の「
う
つ
状
態
」

を
見
逃
し
が
ち
で
す
が
、
テ
レ
ワ
ー
ク

の
仕
組
み
が
機
能
し
て
い
る
会
社
も
安

心
し
て
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。「
う
つ
状

態
」
に
な
っ
た
従
業
員
は
自
分
が
そ
う

で
あ
る
こ
と
を
自

覚
で
き
ま
せ
ん
し
、

仮
に
自
覚
で
き
た

と
し
て
も
自
分
が

「
う
つ
」
で
あ
る

こ
と
を
自
ら
上
司

に
は
伝
え
な
い
か

ら
で
す
。

「
う
つ
状
態
」
に

な
っ
た
従
業
員
か

ら
の
自
発
的
な
報

告
は
ま
ず
な
い
と

考
え
て
い
い
で
し

ょ
う
。
テ
レ
ワ
ー

ク
の
仕
組
み
が
あ

っ
て
も
、
部
下
が

業
務
報
告
を
上
げ
な
い
日
が
続
い
て
初

め
て
管
理
職
が
部
下
の
「
心
の
不
調
」

に
気
づ
く
、
と
い
っ
た
こ
と
も
あ
り
え

ま
す
。

部
下
の
異
変
を
感
じ
取
れ

と
い
っ
て
も
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
従

業
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
は
十
分

に
可
能
で
す
。
研
修
な
ど
で
必
ず
お
話

し
す
る
の
は
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
や
Ｔ
ｅ
ａ
ｍ

ｓ
な
ど
の
ウ
ェ
ブ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
活

用
し
、
管
理
職
が
週
１
回
15
分
で
も
い

い
の
で
、
部
下
と
１
対
１
で
顔
を
見
な

が
ら
話
を
す
る
機
会
を
継
続
的
に
つ
く

っ
て
く
だ
さ
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

話
す
内
容
は
必
ず
し
も
業
務
に
関
連

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
雑
談
で
も

い
い
ん
で
す
。
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
で
も
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
で
も
い
い
の
で
感
情
を
共
有
す

る
や
り
取
り
を
増
や
す
こ
と
が
重
要
で

す
。テ

レ
ワ
ー
ク
で
あ
っ
て
も
会
社
と
つ

な
が
っ
て
い
る
感
覚
が
重
要
だ
か
ら
で

す
。
コ
ロ
ナ
禍
が
起
き
る
前
、
会
社
へ

の
帰
属
意
識
や
一
体
感
は
特
に
意
識
を

し
な
く
て
も
「
職
場
」
に
行
け
ば
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
が
制
限
さ

れ
る
現
在
に
あ
っ
て
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ 

to 

Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
共
通
の

「
場
」
を
、
意
識
的
に
つ
く
ら
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。

確
か
に
オ
ン
ラ
イ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
は
対
面
の
場
と
比
べ
て
感
情
の

や
り
取
り
が
十
分
に
で
き
な
い
面
が
あ

り
ま
す
。

し
か
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
も
部
下
の
感
情

を
感
じ
取
る
こ
と
は
可
能
で
す
。
た
と

え
ば
オ
ン
ラ
イ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
定

期
的
に
行
っ
て
い
る
と
画
面
か
ら
も
髪

が
ボ
サ
ボ
サ
だ
っ
た
り
、
目
が
腫
れ
ぼ

っ
た
か
っ
た
り
充
血
し
て
い
た
り
、
顔

の
表
情
が
乏
し
か
っ
た
り
す
れ
ば
部
下

の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
上
の
異
変
を
察
知

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
元
々
は
積

極
的
に
話
す
部
下
が
言
葉
数
が
少
な
く

な
っ
た
り
、
部
屋
が
散
ら
か
っ
て
い
る

こ
と
を
理
由
に
ビ
デ
オ
を
オ
フ
に
し
た

り
し
て
い
る
部
下
が
い
れ
ば
、
そ
れ
も

異
変
の
サ
イ
ン
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

今
後
、
管
理
職
は
従
来
に
も
増
し
て
、

指
摘
す
る
し
な
い
は
別
と
し
て
、
部
下

の
言
動
や
感
情
の
変
化
に
対
す
る
感
度

を
上
げ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
で
し
ょ

う
。「
何
か
あ
っ
た
ら
い
っ
て
」「
最
近

ど
う
？
」
の
待
ち
の
姿
勢
の
呼
び
か
け

だ
け
で
は
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
機
能
し
ま

せ
ん
。

「
待
ち
」か
ら「
介
入
」へ

テ
レ
ワ
ー
ク
中
の
従
業
員
に
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
上
の
不
調
が
起
き
る
と
企
業

と
し
て
対
処
が
と
て
も
難
し
く
な
り
ま

す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
参

加
を
拒
否
さ
れ
る
と
、
本
人
の
状
態
を

把
握
で
き
ま
せ
ん
し
、
離
れ
て
い
る
た

め
手
の
施
し
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。
コ

ロ
ナ
禍
の
前
で
あ
れ
ば
産
業
医
へ
の
相

談
を
勧
め
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
が
、

そ
れ
も
で
き
ま
せ
ん
。

い
ま
ま
で
は
相
談
が
あ
る
ま
で
「
待

っ
て
」
対
応
し
て
い
た
メ
ン
タ
ル
ケ
ア

で
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
予
兆
を
察
知
す

る
た
め
に
積
極
的
に
「
介
入
」
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
す
。
管
理
職
だ
け
で

な
く
企
業
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
担
当
者

も
、
こ
の
こ
と
を
十
分
に
認
識
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

特
に
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
や「
う
つ
」

の
問
題
が
顕
在
化
す
る
の
は
、
夏
場
の

疲
れ
が
出
始
め
る
９
月
頃
か
ら
で
は
な

い
か
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。
従
業
員

の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
観
点
か
ら

も
、
経
営
層
は
1
日
も
早
く
テ
レ
ワ
ー

ク
の
仕
組
み
を
十
分
に
機
能
さ
せ
、
管

理
職
は
こ
の
仕
組
み
を
最
大
限
に
活
用

し
て
部
下
と
の
か
か
わ
り
を
も
つ
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

M

■オンラインで気づけるメンタルヘルス異変のサイン

□ 髪や服装の乱れ

□ 顔の表情に乏しい

□ 発言がない、少ない

□ 部屋が散らかっているなどを理由にビデオをオフに

「組織」と「人」の新
ニ ュ ー ノ ー マ ル

しい関係特集
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第1回  J M A マネジメント講 演 会  レポ ート

困 苦 を 超 えて
　日本能率協会（JMA）が2020年5月27日に開
催した第1回JMAマネジメント講演会（Zoomに
よるオンライン講演）では、ポーラ化成工業の末
延則子氏にお話しいただいた。
テーマは「いままでの市場にない画期的な製品を
生み出すには何が必要か」「その目標を達成するた
めに必要なリーダーシップとは何か」。
　ポーラの「リンクルショット・メディカルセラ
ム」は、日本で初めて承認された薬用化粧品であ

る。一般に医薬部外品新成分開発は承認まで10
年かかるが、今回は15年。
　シワの根本原因をつきとめ、5400種類以上も
の物質から有効な物質をスクリーニング、高い安
全性を求められるため大きな⾏政の壁にもぶつか
った。
　この困難を乗り越えるため試⾏錯誤したことの
ひとつがチームマネジメントだった。チームメン
バー、先輩・同僚や上司、取引先から多くを学び、
最終的な成果に結びついた。変革に向けた大切な
姿勢も大きな学びとなった（図1）。

既成概念の打破から学んだチームの力
〜ポーラ「リンクルショット」を生み出した、個々の能力を最大限に活かすチームマネジメント〜

［図1］ 開 発 を 通 じて 学 ん だ 、変 革 に 向 け て 大 切 な 姿 勢

❶  いま見えないものを見る努力をする。 世の中は必ず変化する、想像する、考え続ける

❷  常に前へ進むことを考える。 進むために、臆病なくらいリスクを考え抜く

❸  粘り強く諦めない。 すぐには諦めない。考えられることは何でも検討する

❹  仲間を増やす努力をする。 違う視点をぶつけ、ディスカッションできる仲間をもつ
相手の専門性に敬意を払う

❺  よい競争相手をもつ。 客観的に自分たちのレベルを知ることができる

末延則子 SUENOBU, Noriko
ポーラ・オルビスホールディングス執行役員

（グループ研究・知財薬事センター担当）
マルチプルインテリジェンスリサーチセンター所長
ポーラ化成工業取締役執行役員（研究・企画担当）
フロンティアリサーチセンター所長

【略歴】1966年、神戸市出身。91年にポーラ化成工業に入社、
2002年から抗シワ医薬部外品の開発研究をスタート。09年に
皮膚薬剤研究部長、13年に研究企画部長、15年にポーラ化成
工業執行役員。18年から現職。中学・高校時代を過ごした兵庫
県姫路市の「姫路ふるさと観光大使」も務める。

ポーラ リンクルショット。
日本初承認のシワ改善薬
用化粧品

［図3］リーダーとしての学び［図2］誕生の背景

③ 上司
先見性

② 先輩・同僚
隣の壁突破力

① チームメンバー
リーダーシップ

② 他部署
巻き込み力

④ 取引先
交渉・契約スキル

世界最強の
アンチエイジング
チームをつくる！

①シワの根本
原因を解明
5400種から
奇跡の発見

シワ改善を
堂 と々お伝えするための
15年の軌跡

7年
②安定配合
できない！

8年
③行政の壁

業界が揺れた、
安全性の問題

ついに承認。
“男泣き”した日。

薬にしたら？
誕生

2017年
挑む

生み出す

2002年
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